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行
事
予
定 

◎
年
末
除
夜
法
会 

　
左
記
の
通
り
、
除
夜
法
会
を
行
い
ま

す
。
寒
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
越

し
の
鐘
撞
き
に
お
詣
り
下
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
　
令
和
元
年
一
二
月
三
一
日
（
火
） 

　
　
二
三
時
四
五
分
〜
除
夜
法
会 

　
　
　
　 

◎
新
年
祈
祷
会
＆
初
詣 

　
正
月
元
日
は
、
午
前
一
一
時
か
ら
、

新
年
大
般
若
の
ご
祈
祷
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
参
り
頂
け
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
同
時
に
特
別
祈
祷
も
お
申
し

込
み
頂
け
ま
す
。
厄
年
厄
除
け
、
合
格

祈
願
、
病
気
平
癒
、
家
内
安
全
、
良
縁

成
就
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
御
札
を
作
成 

し
、
祈
願
し
ま
す
。
特
別
祈
祷
を
申
し 

込
ま
れ
る
場
合
は
、
お
寺
に
あ
ら
か
じ

め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
祈
祷
料
は
御
札
代
と
あ
わ
せ
て
三
千

円
で
す
。 

◎
古
い
お
札
な
ど
に
つ
い
て 

　
古
い
お
札
や
仏
画
ポ
ス
ター

、
軸
な

ど
は
、
一
二
月
中
に
お
寺
に
お
持
ち
い

た
だ
け
れ
ば
、
晦
日
の
晩
に
お
焚
き
上

げ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
特
別
に
精
抜

き
や
供
養
な
ど
が
必
要
と
思
わ
れ
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
別
途
ご
相
談
下
さ

い
。 

◎
今
後
の
行
持
予
定
（
五
月
ま
で
） 

涅
槃
会
（
ね
は
ん
団
子
の
日
） 

二
月
一
五
日
（
土
）
午
前
九
時
〜
　 

大
般
若
祈
祷
会 

（
檀
家
各
家
新
春
祈
祷
） 

三
月
四
日
（
水
）
午
前
十
時
〜
　 

観
音
大
祭 

三
月
一
八
日
（
水
）
午
後
一
時
〜
　 

花
祭
り 

（
釈
尊
降
誕
会
　
甘
茶
の
日
） 

四
月
八
日
（
水
） 

恵
那
三
十
三
観
音
霊
場
開
帳 

四
月
一
二
日
（
日
）
〜
一
八
日
（
土
）
　 

弘
法
大
師
祥
当
会 

（
飯
地
弘
法
講
巡
拝
） 

四
月
一
三
日
（
月
） 

【
旧
暦
三
月
二
一
日
】
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